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どれほど燃えているか，言い表すことができないほどです。（12 月 11 日
オルレアン）26）
　じつは大きなことに取り組もうとしているのです。それは神学者たち














年の 6月のパリでの『格言集』初版 Adagiorum collectanea の出版を最初に，
人文主義者としての業績をあげていくことになる。1504 年の 2月には，ディ
ルク・マールテンス書店から，はじめての宗教的著作の出版となる『エンキ
リディオン』Enchiridion militis christiani が収められた『蛍雪余論』が上梓さ
れる。その年の 6月にはルーヴァン近郊のプレモントレ会デュ・パルク修道
院で，ロレンツォ・ヴァッラによる，新約聖書のウルガタ訳とギリシア語写




Adagiorum chiliades を 1508 年 9月に上梓している。1509 年の春には数ヶ月
間をローマですごし，将来の教皇レオ十世を含む枢機卿たちの知己となって
いる。ヘンリー八世が即位するとイングランドに渡り，このときの訪問の間
















































































　エラスムスは 1492 年４月 25 日にユトレヒトの司教デヴィット・ファン・
ブルガンディー David van Bourgondie によって司祭に叙任された。その後，
カンブレイの司教ヘンドリック・ファン・ベルヘン Hendrik van Bergen に仕
えることになってステインを離れている。エラスムスの書簡は 1489 年の終
わりのヤコブ・カンター Jacob Canter 宛ての手紙とエラスムスがステインを
去った直後のウィレム・ヘルマンからの手紙（1493 ？）までの三年以上の間
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ヴェストロ・ギグリ Silvestro Gigli のために書かれたとされている。またこ
れらの書簡はエラスムスの最も親しい友人であり，ギグリとともにイングラ
ンドにやってきて，その市民となり，またイングランドにおける教皇税の取














linea integra］，亜麻の肩衣［scapulari lineo］を，黒の外套の代わりに［pro 
pallio nigro］，黒の寛衣［capitio nigro］を」着ることを許され，パリの習慣
に従ったものとしている。このパリ式の服装についてグルンニウス宛書簡で




























所持すること［signum tantummodo sui pristini habitus canonici regularis sub 








ムスは 1501 年 5月に訪れたのを最後にステインの修道院へ戻ることはない。
バーゼルではヨハン・フローベンが待っていた。エラスムスはフローベン書














に不満を漏らしている 55）。なお，本稿の翻訳の底本としては Opus 
Epistolarum Des. Erasmi Roterodami, ed. P.S.Allen, H.M.　Allen and H.
W.Garrod (Oxford: Clarendon Press, 1906-58 [1992]) vol.1 pp.564-573 Ep.296を用い，
適宜，Collected Works of Erasmus Correspondence 2, translated by R. A. B. 
Mynors and D. F. S. Thomson, and annotated by Wallace W. Ferguson (Univ. of 
Toronto Press 1975) pp.294-303 の英訳と注を参照した。注では前者を Allen Ⅰ
pp. 564-573，後者を CWE 2 pp.294-303 のように略記する。本訳はまだ試訳の
段階であり，先学諸賢の御批正を乞うものである。また本稿は注で記した他
に以下にまとめた文献に多くを負っている。記して謝意を表したい。
Erasmus. Collected Works of Erasmus vol.1=CWE vol.1 Correspondence 1  tr. R. A. 
B. Mynors and D. F. S. Thomson and annotated by Wallace W. 
Ferguson  (Toronto 1974)
Erasmus. CWE vol.3 Correspondence 3, tr. R. A. B. Mynors and D. F. S. Thomson 
and annotated by James K. McConica  (Toronto 1976)
Erasmus. CWE vol.4 Correspondence 4, tr. R. A. B. Mynors and D. F. S. Thomson 
annotated by James K. McConica  Conpemdium Vitae Erasmi 
Roterodami annotated by James K. McConica  (Toronto 1977)
Augustijn, Cornelis. Erasmus: His Life,Works and Influence, tr. J.C.Grayson (1986 
University of Toronto, 1991)
Bietenholz, Peter G. ed. Contemporaries of Erasmus -A Biographical Register of 
the Renaissance and Reformation 3vols (Univ. of Toronto Press 
1985-87)
DeMolen, R. L. ‘ Erasmus’ Commitment to the Canons Regular of St. 
Augustine’ Renaissance Quarterly vol.26 no.4 (1973) pp.437-443
Schoeck, R.J. Erasmus of Europe: The Making of a Humanist 1467-1500 
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(Edinburgh University Press, 1990)








われている。Epp.250, 285  Allen Ⅰ p.496, p.549
４）エラスムスはアウグスチノ修道祭式者会に所属していた。Ordo Canonicorum 
Regularium Sancti Augustini ，また英語では，the Canons Regular of St Augustine な
どと表記する。『新カトリック大辞典』第 1巻（研究社 1996 年）。解題参照。
５）Raffaele Sansoni (1461-1521)。Girolamo Riario の甥。




９）Giovani de’ Medici (1475-1521)　教皇レオ十世（在位 1513 年 3月から）
10）ヘンリー八世（1491-1547）在位は 1509 年 4月から
11）Ep.206（1507 年 1月 17 日）Allen Ⅰ pp.436-37
12）Thomas Wolsey（1530 没）1509 年からこの職 almoner にあり，1514 年からリンカ
ンの司教，1515 年にはウォーラムの次の大法官。
13）William Warham (1456-1532)
14）ケント地方オールディントンの司祭禄。1512 年 3 月 22 日に受け，7月 31 日には
辞退している。100 ノーブルはエンゼル金貨であれば英通貨 33ポンド 6シリング 8
ペンス相当。ローズ金貨であれば 50ポンド相当。1510 年代前半のアントウェルペ
ンの石工の年間総収入がおよそ 5ポンドと推定されている CWE vol.2 p.341。
15）100 クローネ　英通貨 20ポンド 16シリング 8ペンス相当。
16）注 10参照。
17）Claes Warnerszoon (Nicolaus Wernerus) 1504 年 9月没。
18）ブルゴーニュ大公フィリップ（1478-1506）に仕えたフランドルの財務官








21）Franciscus Theodricus（1513 年 9月没）シオン及びステインにいたアウグスチノ
修道祭式者。
22）不明。
23）エラスムスの最初期の書簡のなかで唯一の世俗人の相手。Ep.16 Allen Ⅰ pp.90-91
24）不明。Epp.95, 190 Allen Ⅰ p.233, pp.441-42。エラスムスが仕えていたカンブレイの
司教ヘンドリック・ファン・ベルヘン Hendrik van Bergen(1502 年没 ) ではない。
25）この解題は拙稿「エラスムスの聖職者批判（1）──聖職者エラスムス──」（『東
洋哲学研究所紀要』第 20号 2004 年所収）の一部を再構成し，大幅に加筆したもの
である。
26）Allen Ⅰ p.321 Ep.138
27）Allen Ⅰ pp.328-9 Ep.139
28）Allen Ⅰ p.332 Ep.141。
29）Lawless, George Augustine of Hippo and His Monastic Rule (Clarendon 1987) 
pp.125-26, 136, 143。
30）Ep. 447 Allen Ⅱ pp.291-312。
31）Allen Ⅰ pp.46-52。
32）Allen Ⅱ p.295 Ep.447 To Lambertus Grunnius
33）CWE 2, p.295 note
34）Allen Ⅰ p.58 note
35）Ep.48 Allen Ⅰ pp.159-60。
36）trans. and annot. by Craig R Thompson, Collected Works of Erasmus vol.40 p.629。
37）Allen Ⅰ Epp.185, 189, 200, 203
38）Ep.187a  Allen Ⅲ pp. ⅹⅹⅰⅹ―ⅹⅹⅹ
39）エラスムスの両親は正式に結婚していない。ユリウス二世による特免とレオ十世
による特免ではエラスムスの両親の関係についての記述が異なっている。ユリウス
二世の特免では，「未婚の父と未亡人の母のあいだに生まれた」［de solito genitus et 
vidua］（Allen Ⅲ p. ⅹⅹⅰⅹ），レオ十世の特免では「違法な，そして彼思うところ，
汚れた罪深いの結びつきによって生まれた」［ex illicito et, vt timet, incesto 
damnatoque coitu genitus］（Allen Ⅱ p.434）となっている。ここから前者では単に
正式な結婚による出生ではないということにすぎないが，後者では父ヘラルトが関
係を結ぶ前にすでに聖職者となっていたことを含意しているのではないかと考えら
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れている。ここでの表現 incesto damnatoque が当時，何を意味していたかは難しい
問題で，単に近親関係を示すのみで聖職者としての涜聖を意味しないとする見解
［J. K. McConica, Introduction to Ep.517 Collected Works of Erasmus vol.4 pp.189-90］と
すでに聖職者であった可能性が高いとする見解 ［R. J. Schoeck, Erasmus of Europe: 
The Making of a Humanist 1467-1500 (Edinburgh University Press, 1990) p.39 note 
20］がある。
40）Ep.189 Allen Ⅰ p.421。
41）J. K. McConica, Introduction to Ep.446 Collected Works of Erasmus vol.4 pp.2-3。
42）Ep.517  Allen Ⅱ pp.433-36。
43）Ep.436  Allen Ⅱ pp.276-277
44）Grunnius は「豚のようにブーブー不平をいう」ことを意味する。大出晁訳『痴愚
礼讃』pp.11,267 注（13）参照。
45）Epp. 446, 447  Allen Ⅱ pp.288-312。
46）ed. Craig R. Thompson CWE vol.39 p.497 note97
47）Allen Ⅱ p.304 ll.471-72
48）Allen Ⅱ p.306 l.527
49）Allen Ⅱ p.306 l.532　グルンニウス宛書簡
50）第 4章の 1  Lawless, George Augustine of Hippo and His Monastic Rule (Clarendon 
1987) p.86 ‘non sit notabilis habitus uester, nec affectetis uestibus placere sed 
moribus’
51）Allen Ⅱ p.305 ll.500-504, ll.514-518
52）Allen Ⅱ p.306 ll.536-544
53）Allen Ⅱ p.435 ll.38-39
54）スカプラリオを縮小したものか，あるいはそれを代用するメダルのようなものか。
『現代カトリック事典』（エンデルレ書店 1982 年）p.364
55）Ep.2892  Allen Ⅹ p.336
